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Serial Dilutions of Antibody
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	製品名: EHMT2マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ヒストンH3のリジン残基をメチル化するメチルトランスフェラーゼをコードする。このタンパク質によるH3のリジン9位のメチル化は、追加のエピジェネティック制御因子のリクルートメントと転写抑制をもたらす。この遺伝子は当初、HLA遺伝子座において互いに隣接する2つの異なる遺伝子、NG36とG9aであると考えられていた。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	EHMT2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	EHMT2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	EHMT2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。
	

	EHMT2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

